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第 0 章 序論第 0 章 序論
0-1. 研究背景0-1. 研究背景
本研究の主題のひとつは伝統技術の発展がどのように行われてきたのかを明
らかにすることである。従来の伝統技術に関わる研究はその生産を行う職人
に着目されてきた。しかし、技術史家・武谷三男によれば、そのような職人
が貢献するのは技術ではなく技能であり、技術は客観的自然的法則である技術は客観的自然的法則であると
いう。
では技術とはどのように発展し、どのように伝統的観点から論じることがで
きるか。武谷の論を援用し技術論を展開した三枝博音によれば、技術には「材「材
料」料」と「労働力」「労働力」と「手段」「手段」の総合として空間的実態を伴う必要があると論じた。
そのような総合性を扱う分野こそが建築史学における領域研究や集落研究で
ある。この点において、伝統技術の所在の解明のために建築史学は意義をもつ。

0-2. 研究目的0-2. 研究目的
背景を踏まえ、以下の 2 点を目的とした。背景を踏まえ、以下の 2 点を目的とした。
①窯の変容過程と周辺諸条件 ( 地形・地質、流通、共同体 ) との関係性から①窯の変容過程と周辺諸条件 ( 地形・地質、流通、共同体 ) との関係性から
　有田の窯業技術の独自性を明らかにする。　有田の窯業技術の独自性を明らかにする。
② 2 度にわたる技術移転の影響とそのから、伝統技術の所在を明らかにする。② 2 度にわたる技術移転の影響とそのから、伝統技術の所在を明らかにする。

〈窯業集落研究〉〈窯業集落研究〉

轟慎一、盛千嘉「信楽町長野における窯元の敷地空間構成と空間資源の活用」、轟慎一、盛千嘉「信楽町長野における窯元の敷地空間構成と空間資源の活用」、
公益社団法人日本都市計画学会 都市計画論文集 Vol. 48 No. 3、2013 年 10公益社団法人日本都市計画学会 都市計画論文集 Vol. 48 No. 3、2013 年 10
月月
その中で、轟、盛は都市計画学的観点から信楽町長野の窯元敷地の空間構成その中で、轟、盛は都市計画学的観点から信楽町長野の窯元敷地の空間構成
とその変化を、産業形態と関連付けて明らかにし、空間の活用方法についてとその変化を、産業形態と関連付けて明らかにし、空間の活用方法について
の知見を得ることを目的とした。「経営の維持・拡大」「空間改変の規模」「空の知見を得ることを目的とした。「経営の維持・拡大」「空間改変の規模」「空
間資源の残存」「小規模な生業形態」「作家性」「多様な客対応」などに分類さ間資源の残存」「小規模な生業形態」「作家性」「多様な客対応」などに分類さ
れる窯元のタイプによってハード・ソフトの実状が異なることを明らかにしれる窯元のタイプによってハード・ソフトの実状が異なることを明らかにし
た。た。

遠藤康一、稲用隆一「益子町の窯業集落における営みと暮らしの空間連携に遠藤康一、稲用隆一「益子町の窯業集落における営みと暮らしの空間連携に
関する研究―地域における持続的な職住空間の空間特性の記述と分析―」、住関する研究―地域における持続的な職住空間の空間特性の記述と分析―」、住
総研 研究論文集・実践研究報告集 No.49、2022 年版総研 研究論文集・実践研究報告集 No.49、2022 年版
同研究では、栃木県益子町において 6 窯元を対象に、仕事と生活空間の連携
に着目し、工程と設いに着目した建物と建物部位の構成について土間と軒下
の制作環境と空間的な連携の側面から、また敷地全体において建物間に形成
されるネットワークについて建物の境界面の構成および境界面間の関係から
検討し、集落的環境の空間特性を明らかにした。

0-4. 本研究の新規性と立ち位置0-4. 本研究の新規性と立ち位置
窯業集落内の窯元という微視的な空間だけで完結させず、材料の産出地や多窯業集落内の窯元という微視的な空間だけで完結させず、材料の産出地や多
くの窯跡の位置の変遷など、より巨視的なスケールから微視的なスケールまくの窯跡の位置の変遷など、より巨視的なスケールから微視的なスケールま
で横断的に産業の特性を捉え、そこで用いられていた技術の変化や伝統技術で横断的に産業の特性を捉え、そこで用いられていた技術の変化や伝統技術
の所在を空間的観点から明らかにすることを新規性とする。の所在を空間的観点から明らかにすることを新規性とする。

0-3. 既往研究0-3. 既往研究
〈有田技術史研究〉〈有田技術史研究〉

鈴田由紀夫「近代における有田陶業技術の変遷」、『技術と分明』2 巻 1 号、鈴田由紀夫「近代における有田陶業技術の変遷」、『技術と分明』2 巻 1 号、
1985 年、p.1-221985 年、p.1-22
同研究では、製品の変化に着目し追求していくことは、消費体系の史的展開同研究では、製品の変化に着目し追求していくことは、消費体系の史的展開
を一部分にしろ明らかにするものとし、明治大正期の有田陶業における技術を一部分にしろ明らかにするものとし、明治大正期の有田陶業における技術
的な展開を中心に、技術の変化を製品の変化と結びつけながら明らかにした。的な展開を中心に、技術の変化を製品の変化と結びつけながら明らかにした。

鈴田は鈴田は「生産技術とは、道具や材料を用いて、原料や目的へと変化させる作「生産技術とは、道具や材料を用いて、原料や目的へと変化させる作
用方式をいう。(p.2,3)」用方式をいう。(p.2,3)」と述べているが、その生産の過程については着目さと述べているが、その生産の過程については着目さ
れるが、それがどのような体系に基づくかについて言及されていない。それれるが、それがどのような体系に基づくかについて言及されていない。それ
に対し本研究では、技術を客観的法則であるという定義に基づいて史的展開に対し本研究では、技術を客観的法則であるという定義に基づいて史的展開
を追う。を追う。
また、技術の史的展開は史実を追うのみならず、空間的にどのように変容し
たかを扱う必要性について指摘する。本研究では、材料の産出地から、技術
を使役する人間との関連性と変遷を地域空間において追う。

第 2 章 近世有田における窯技術の受容と変容第 2 章 近世有田における窯技術の受容と変容
第１章では、朝鮮における陶磁器生産がどのように移り変わり、それが日本第１章では、朝鮮における陶磁器生産がどのように移り変わり、それが日本
という異国の地、そして有田に到達するまで、どのような移転段階を経ていという異国の地、そして有田に到達するまで、どのような移転段階を経てい
たのか、そしてそれはどのような日本の窯業生産の背景によるものなのかをたのか、そしてそれはどのような日本の窯業生産の背景によるものなのかを
明らかにした。明らかにした。
それを踏まえ、本章では有田という具体的な村落を対象として、生活する人々、それを踏まえ、本章では有田という具体的な村落を対象として、生活する人々、
および労働力を行使する生産組織がどのように朝鮮由来の技術を受容し、まおよび労働力を行使する生産組織がどのように朝鮮由来の技術を受容し、ま
たその後発展させていったのかを明らかにする。たその後発展させていったのかを明らかにする。
2-5. 近世初期における窯跡の位置的変遷2-5. 近世初期における窯跡の位置的変遷
考古学分野における分析により、窯跡の使用年代が推定されている。考古学分野における分析により、窯跡の使用年代が推定されている。
本節では、有田にある各窯跡の報告書から窯跡プロットを作成、年代ごとの本節では、有田にある各窯跡の報告書から窯跡プロットを作成、年代ごとの
変遷を捉える。変遷を捉える。
有田焼の生産は 1616 年の金ケ江三兵衛 ( 李参平 ) による泉山での磁石の発見有田焼の生産は 1616 年の金ケ江三兵衛 ( 李参平 ) による泉山での磁石の発見
を発端として始まるが、陶器の生産に関しても触れるなら、第 1 章でも述べを発端として始まるが、陶器の生産に関しても触れるなら、第 1 章でも述べ
た通り、16 世紀後半から始まっており、有田でもその影響を受けているため、た通り、16 世紀後半から始まっており、有田でもその影響を受けているため、
本節では、1600 以前から具体的な窯跡がどのように変遷していったのかを捉本節では、1600 以前から具体的な窯跡がどのように変遷していったのかを捉
える。える。
また、その対象としているのは、有田で磁器生産が始まる直前の、陶器生産また、その対象としているのは、有田で磁器生産が始まる直前の、陶器生産
が確認される時代から、窯の位置や形態の変化が起こった過渡期であるおよが確認される時代から、窯の位置や形態の変化が起こった過渡期であるおよ
そ 100 年間 (1600-1700) を分類し、分析対象とした。そ 100 年間 (1600-1700) を分類し、分析対象とした。

【目次 ( 一部省略 )】

1/2

第１章では地質的な連続性を元に技術が伝播されたことが明らかにされた。
中世末期から近世最初期の有田は、西側のみ人々が農耕を行い生活が行われ
ていた。そんな中、磁器の原料の発見を契機として、50 年ほどで世界へ輸出
するまでになった。その短い時代の間において、技術を他藩に漏洩させない
ための厳密な藩の管理による生産組織の発生とその中での当初世界に流通を
行っていた明・景徳鎮の絵柄に追いつく技法の開発・奨励が行われ、明の凋
落を皮切りに世界への磁器流通の主導権を握るようになった。
有田の集落においては、そのような地形・地質、共同体、流通の背景を反映
するように近世初期に窯の位置や形態が変遷・変化するようになった。そこ
で見られたのは、地域内空間における位置の水平的な移動と畜養された窯の
形態の水平的な拡大という、水平指向の強い変化の発生であった。
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第 1 章 日本における磁器の再現第 1 章 日本における磁器の再現
1-2-3. 朝鮮における窯の立地傾向1-2-3. 朝鮮における窯の立地傾向
本章の目的は、地質や窯の形態に着目し、朝鮮と有田の連続性と相違点につ本章の目的は、地質や窯の形態に着目し、朝鮮と有田の連続性と相違点につ
いて明らかにすることである。有田において、磁器生産の開祖とされているいて明らかにすることである。有田において、磁器生産の開祖とされている
朝鮮人陶工の金ケ江三兵衛 ( 李参平 ) は中島浩氣『肥前陶磁史考』( 肥前陶磁朝鮮人陶工の金ケ江三兵衛 ( 李参平 ) は中島浩氣『肥前陶磁史考』( 肥前陶磁
史考刊行会、昭和 11 年 9 月 1 日、p.413) によれば、忠清道 ( 現忠清南道 )史考刊行会、昭和 11 年 9 月 1 日、p.413) によれば、忠清道 ( 現忠清南道 )
の鶏龍山の出自であることが明らかにされている。そこで本研究は、鶏龍山の鶏龍山の出自であることが明らかにされている。そこで本研究は、鶏龍山
と有田の地質と窯の形態の比較を試みた。と有田の地質と窯の形態の比較を試みた。
鶏龍山と有田の地質に関しては、鶏龍山は花崗岩や花崗閃緑岩、花崗班岩な鶏龍山と有田の地質に関しては、鶏龍山は花崗岩や花崗閃緑岩、花崗班岩な
ど珪長質深成岩であり、有田はデイサイトや流紋岩など珪長質火山岩であっど珪長質深成岩であり、有田はデイサイトや流紋岩など珪長質火山岩であっ
た。深成岩と火山岩という差異はあるが磁器の原料となる珪素が多分に含有た。深成岩と火山岩という差異はあるが磁器の原料となる珪素が多分に含有
しているという点で、鶏龍山と有田は地質的連続性があることが明らかにさしているという点で、鶏龍山と有田は地質的連続性があることが明らかにさ
れた。れた。

1-2-4. 朝鮮における発展形：鶏龍山1-2-4. 朝鮮における発展形：鶏龍山
窯の形態に関しては、鶏龍山で発掘窯の形態に関しては、鶏龍山で発掘
されているのは登り窯でも原初の形されているのは登り窯でも原初の形
態とされる割竹式登り窯であるのに態とされる割竹式登り窯であるのに
対し、有田は発展形態である連房式対し、有田は発展形態である連房式
登り窯である。日本において有田の登り窯である。日本において有田の
技術元であるとされている唐津まで技術元であるとされている唐津まで
範囲を拡大すると、唐津の登り窯は範囲を拡大すると、唐津の登り窯は
割竹式登り窯であることがわかる。割竹式登り窯であることがわかる。
つまり、窯の形態は鶏龍山から唐津つまり、窯の形態は鶏龍山から唐津
を経由し有田へ到達しているのであを経由し有田へ到達しているのであ
り、それは材料的と窯のという手段り、それは材料的と窯のという手段
が別の潮流で有田で複合したのであが別の潮流で有田で複合したのであ
る。る。
それは朝鮮において、高麗磁器からそれは朝鮮において、高麗磁器から
粉青沙器を経由し李朝白磁になると粉青沙器を経由し李朝白磁になると
いう時代的空間的結節点であった鶏いう時代的空間的結節点であった鶏
龍山での技術を元に、日本において龍山での技術を元に、日本において
も唐津と有田という空間的広がりでも唐津と有田という空間的広がりで
もって、短時間において陶器かたもって、短時間において陶器かた
磁器への発展過程を再現するもので磁器への発展過程を再現するもので
あった。あった。

［1600,1610-: 磁器生産黎明期］［1600,1610-: 磁器生産黎明期］
図は陶器生産から磁器生産黎明期にかけてのプ
ロットである。その特徴は「内山」に対比される、

「外山」での生産が行われていた点である。外山
は地理的特質上、従来から生活が営まれていた地
域であり、そこでは朝鮮から唐津を経由して移転
された技術を行使する一方で、農業も行う、半農
半窯の生活でもって人々の生活が成り立っていた
ことがうかがえる。

［1620,1630-: 窯場の拡大期と養生の整理・統合］［1620,1630-: 窯場の拡大期と養生の整理・統合］
朝鮮に出兵した鍋島直茂が帰国した際に、連れて
きた朝鮮人陶工によって焼き物を作らせ始めたの
が有田の皿山の始まりであり 1610 年代であった
が、その後、彼らの子孫やを日本人も見習って細
工するようになり、伊万里郷、有田郷の各所で無
秩序に窯を築いて製陶をはじめ、燃料のための山
を荒らすようになった。それを見かねた、皿山代
官は以下を目的に寛永 14 年 (1637) に窯場の整
理・統合を行った。
①運上金による藩の財政収入の増加、窯焼き用の
薪山の乱伐防止、泉山原料礦の保存と分配
②藩内で発生・発展した特殊な産業に対する保護
育成と原料の藩外流出防止
この施策により、陶器を生産する窯は廃され、付
加価値を高く得ることができる磁器生産のための
窯が保護し内山に配置されるようになった。

［1640,1650,1680-: 色絵技術の大成、海外輸出期］［1640,1650,1680-: 色絵技術の大成、海外輸出期］
徳川幕府や鍋島藩により世が安定してきた中で、
正保 3,4 年 (1646,1647)、色絵の技法が大成され
るようになる。そして、その後新たな技術の大成
は、藩にとって重要な出来事であった。
1650 年以降は有田にとっては特需の発生する契
機であった。1650 年は明の国力の凋落により、
中国において世界的な知名度を持ち供給を行って
いた景徳鎮の磁器が流通不可能になり、その代替
品として有田の磁器が流通するようになったとい
う背景がある。そして、後半にかけて有田を含む
肥前磁器は世界への大輸出時代へと移行する。そ
れに伴い、窯の立地は伊万里への輸送路の削減の
ため西側に多く展開するようになる。

2-6-3. 斜度と空間の比較2-6-3. 斜度と空間の比較
有田内の窯跡敬 66 箇所の内、報告書が確認でき有田内の窯跡敬 66 箇所の内、報告書が確認でき
るものから斜度を算出し、表を作成したのが表 1るものから斜度を算出し、表を作成したのが表 1
である。鶏龍山や唐津と比較すると、斜度が低いである。鶏龍山や唐津と比較すると、斜度が低い
ことがわかり、また近世初期の窯の発展の中で、ことがわかり、また近世初期の窯の発展の中で、
斜度は漸減傾向にあることが明らかになった。斜度は漸減傾向にあることが明らかになった。
また、既往研究により明らかにされた窯長の変遷また、既往研究により明らかにされた窯長の変遷
や面積の変遷と比較すると、年代を経るにつれて、や面積の変遷と比較すると、年代を経るにつれて、
斜度が低くなり、すなわち相対的高さが低くなり、斜度が低くなり、すなわち相対的高さが低くなり、
一方で、長さや面積は拡大、すなわち相対的長さ一方で、長さや面積は拡大、すなわち相対的長さ
が長くなったことが明らかになった。が長くなったことが明らかになった。

外山 内山

本研究の構成は小林達也の『技術移本研究の構成は小林達也の『技術移
転　歴史からの考察・アメリカと日転　歴史からの考察・アメリカと日
本』( 文眞堂、昭和 61 年 6 月 25 日 )本』( 文眞堂、昭和 61 年 6 月 25 日 )
を参照した。小林によれば、を参照した。小林によれば、近代化近代化
部門に技術が移植される「基本移転」部門に技術が移植される「基本移転」
の段階の段階とと近代化部門から土着部門に近代化部門から土着部門に
技術要素が伝播される「二次移転」技術要素が伝播される「二次移転」
の段階の段階があると述べる。それらを近があると述べる。それらを近
世・近代における朝鮮・西洋からの世・近代における朝鮮・西洋からの
技術移転に適応した。技術移転に適応した。

本研究の対象：有田本研究の対象：有田
本研究は対象として有田の窯を選定した。本研究は対象として有田の窯を選定した。
それは諸産業の中で、技術の創始の時期が明瞭であるからである。技術は客それは諸産業の中で、技術の創始の時期が明瞭であるからである。技術は客
観的自然法則である以上、共有され、移転されるものである。すなわち伝統観的自然法則である以上、共有され、移転されるものである。すなわち伝統
技術をみることは、繰り返される技術の移転過程を捉えることである。技術をみることは、繰り返される技術の移転過程を捉えることである。
その視点で、伝統技術を見ると、産業の諸分野において繰り返された移転のその視点で、伝統技術を見ると、産業の諸分野において繰り返された移転の
なかから原初の移転の形を捉えることは難しい。なかから原初の移転の形を捉えることは難しい。
一方で、本研究の対象とする有田焼、すなわち磁器産業、窯業は日本におけ一方で、本研究の対象とする有田焼、すなわち磁器産業、窯業は日本におけ
る技術の発祥の地であり、技術移転元や技術移転の年代が明らかにされておる技術の発祥の地であり、技術移転元や技術移転の年代が明らかにされてお
り、その点において本研究の対象として適切であるとした。り、その点において本研究の対象として適切であるとした。

本研究の対象：窯本研究の対象：窯
本研究が対象とする技術手段に窯を選定したのは、まず、様々な工程がある本研究が対象とする技術手段に窯を選定したのは、まず、様々な工程がある
中で、「焼成 ( 窯を用いる )」が、材料を製品へと中で、「焼成 ( 窯を用いる )」が、材料を製品へと材質を変化させる重要な過材質を変化させる重要な過
程程である。また、道具である特性からである。また、道具である特性から様々な条件 ( 地形・地質、流通、共同体 )
の結果として実態として空間に現象する事物であることを考慮し、対象の技
術手段として選定した。

外山 内山

外山 内山
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図 17　有田における窯技術の変容過程

図 11　近世における生産組織と鑑札 図 12　近代における生産組織

図 10　佛國式倒焔窯

図 13　柿右衛門窯跡 _A・B 窯跡以降実測図

図 14　柿右衛門窯の現行の窯

図 15　粗形物と変異形態

図 16　相対的伝統技術

11.5 度11.5 度

11.43 度11.43 度

4-3. 柿右衛門窯概要4-3. 柿右衛門窯概要
生産形態や生産組織の変化が具体的な窯の立地や形態の変化を捉えるために、
江戸時代かに登り窯を保有しており、明治期に建て替えられた窯が現行のも
のとして使用されている、柿右衛門窯において窯の実測を行った。
平面的な特徴を捉えるためには屋根伏図の実測図面を見ると、連房式登り窯
の中心軸をずらしながら斜面に沿って築窯されるという近世的な形態を踏襲
しているのがわかる。
この窯の傾斜地の第１室 ( 低地側 )、第 2 室 ( 山地側 ) の傾斜度の平均を算出
すると、11.43 度であった。幕末期の窯跡である柿右衛門窯跡 A 窯跡の斜度
は 11.5 度であり、【表 1　窯の斜度の変遷】の漸近値とは異なるが、柿右衛
門窯周辺においてはこの値に収束してったことが推測できる。
このほぼ同値の傾斜度は、窯の長さに比例して全体の高さの差を生み出した。
登り窯の場合、全長が長いことで垂直方向にも高さが担保されていたが、現
行の窯では 2 室の窯分の高さしか確保することができず排煙を十分に行うこ
とができない。そこで導入されたのが煙突である。煙突は石炭窯の形態から
引用したものと考えられ、自由競争下における新たな問題への解決として、「高
さ」のみを新たに獲得し付与したのであった。近世では、有田という空間を
登り窯のために自由に使用することができたのに対し、近代では窯元が自敷
地内という空間的制限が生まれ、それを補ったのが新たな手段としての高さ
であった。
廃藩置県に伴う近代化有田の特徴は、藩の拘束力の喪失に伴い各役職が独立
するようになった。それは、これまで地域で磁器を生産していた段階から各
窯元での生産という段階への移行を生み出し、窯も共同窯から単室窯や、各
窯元敷地内に収まる数室の登り窯になった。それは、窯の形態的には排煙を
するための比高差を消失させ、焼成における重要な機能である排煙を担保す
るために近代の窯の機構の高さを付加させることで解決を試みた。
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第 3 章 西洋の窯技術の到達段階と日本における試第 3 章 西洋の窯技術の到達段階と日本における試
行行
3-2. 近代西洋の窯の到達段階3-2. 近代西洋の窯の到達段階
本章では、西洋における窯技術の発展過程と、日本にどのように技術移転が本章では、西洋における窯技術の発展過程と、日本にどのように技術移転が
行われたのかを明らかにした。行われたのかを明らかにした。
また、当時ヨーロッパにおいて展開されていた窯業も日本の窯業と異なり、また、当時ヨーロッパにおいて展開されていた窯業も日本の窯業と異なり、
玻璃気や七宝のような低火度による開発や発展が盛んに行われており、磁器玻璃気や七宝のような低火度による開発や発展が盛んに行われており、磁器
などは全く作られていなかった。そのため、柿右衛門窯による赤絵が施されなどは全く作られていなかった。そのため、柿右衛門窯による赤絵が施され
た磁器は欧州で注目を集めるものであった。その後、オランダやイタリア、た磁器は欧州で注目を集めるものであった。その後、オランダやイタリア、
イギリスをはじめとして陶器に文様を模倣し始めたが、その後ドイツの磁器イギリスをはじめとして陶器に文様を模倣し始めたが、その後ドイツの磁器
製作の成功により、各国がその製造を習うようになった。製作の成功により、各国がその製造を習うようになった。

第 4 章 近代有田における窯技術の受容と変容第 4 章 近代有田における窯技術の受容と変容
本章では、近世から近代における二次移転の実態として、その中で有田や有本章では、近世から近代における二次移転の実態として、その中で有田や有
田内の各窯元が所有する窯に対し、どのような取捨選択を行い変化していっ田内の各窯元が所有する窯に対し、どのような取捨選択を行い変化していっ
たのかを明らかにする。たのかを明らかにする。
4-2. 有田における近代化と生産組織の自立4-2. 有田における近代化と生産組織の自立
明治になると明治 4 年 (1871) の廃藩置県を契機に、有田における陶業は藩に明治になると明治 4 年 (1871) の廃藩置県を契機に、有田における陶業は藩に
よる束縛から解放された。それは、資本主義経済下における過度な自由競争よる束縛から解放された。それは、資本主義経済下における過度な自由競争
の開始であったと同時に、皿山代官設置前の無秩序な陶石の採掘の再来でもの開始であったと同時に、皿山代官設置前の無秩序な陶石の採掘の再来でも
あった。それを危惧した各窯元は明治 9 年 (1876) に各窯元間で陶業盟約を結あった。それを危惧した各窯元は明治 9 年 (1876) に各窯元間で陶業盟約を結
ぶことで、過度な自由競争や無秩序な採掘に対し自律することを心掛けた。ぶことで、過度な自由競争や無秩序な採掘に対し自律することを心掛けた。

また、窯の形態に際しては急激な変化は見られず、肥前陶磁史考によれば、
陶業盟約において登り窯が 17 基であったことが分かる。そのうち、安政 6
年 (1859) の『松浦郡有田郷図』に記載のある登り窯とは 15 基とその場所を
同じくしており、ほとんど登り窯の位置については変化がなかったことが明
らかである。
幕末になるとそのような登り窯の形態的特徴の他に、資本を持つ窯元は各窯
元において、焼成室が少ない窯や単室窯を所有するようになる。代表例とし
ての柿右衛門窯は次節で扱う。
このような資本力のある窯焼きが自分たち専用の窯を持ち始めていく反面、
資本力のない窯焼きはそのような窯を持つことができず、他の資本力のない
窯と共同して、依然として登り窯を使用する状態が続いていた。

ドイツのマイセンにおいては、ベッドイツのマイセンにおいては、ベッ
チャー ( ベドガー ) が磁器を作ったのチャー ( ベドガー ) が磁器を作ったの
は、宝永 7 年 (1710) であり、それは、宝永 7 年 (1710) であり、それ
がヨーロッパにおける嚆矢とされる。がヨーロッパにおける嚆矢とされる。
また、そのほかにヨーロッパにおけまた、そのほかにヨーロッパにおけ
る天然の磁石の発見があったのは、る天然の磁石の発見があったのは、
明和 2 年 (1765)、フランスのリモー明和 2 年 (1765)、フランスのリモー
ジュ近郊であり、以降リモージュでジュ近郊であり、以降リモージュで
は磁器を用いた装飾品が主な産業とは磁器を用いた装飾品が主な産業と
して展開されるようになっていく。して展開されるようになっていく。
近代になってから直立円筒形の直焔近代になってから直立円筒形の直焔
式 ( 昇焔式 ) が使用され始め、その後式 ( 昇焔式 ) が使用され始め、その後
倒焔式 ( 降焔式、昇降焔式 ) の窯が倒焔式 ( 降焔式、昇降焔式 ) の窯が
用いられるようになった。日本にお用いられるようになった。日本にお
いて採用されていた石炭窯の多くはいて採用されていた石炭窯の多くは
ドイツまたはフランスのものが多く、ドイツまたはフランスのものが多く、
二階建てのものもあれば、一階のも二階建てのものもあれば、一階のも
のあり、丸形も角型のものも存在しのあり、丸形も角型のものも存在し
た。た。

3-3. 近代日本における殖産興業と窯業3-3. 近代日本における殖産興業と窯業
日本における石炭窯の試用はお雇い外国人のワグネルによりもたらされた。日本における石炭窯の試用はお雇い外国人のワグネルによりもたらされた。
ワグネルは明治 3 年 (1870) に有田の白川神社の産業場に二間続きの石炭窯をワグネルは明治 3 年 (1870) に有田の白川神社の産業場に二間続きの石炭窯を
築造したことが記録に残っている。その形態は全室が本焼き室であり、奥室築造したことが記録に残っている。その形態は全室が本焼き室であり、奥室
が素焼き室であった。その他にも有田の香蘭社は幕末明治期の万国博覧会にが素焼き室であった。その他にも有田の香蘭社は幕末明治期の万国博覧会に
おいて技術の伝習と製品の出品を繰り返し、その中でフランスのリモージュおいて技術の伝習と製品の出品を繰り返し、その中でフランスのリモージュ
の製陶機械の導入を試みたが、これらは生産風土と基礎知識の不足により、の製陶機械の導入を試みたが、これらは生産風土と基礎知識の不足により、
失敗を呈し、受容されるまでに時間を要したことを明らかにした。失敗を呈し、受容されるまでに時間を要したことを明らかにした。

第 5 章 考察第 5 章 考察
5-1. 有田の独自性5-1. 有田の独自性
有田には地理的特徴としての大陸や朝鮮からの物理的な近さがあり、また共有田には地理的特徴としての大陸や朝鮮からの物理的な近さがあり、また共
同体的特徴としては、その物理的な近さもあり佐賀藩や諸生産組織が技術導同体的特徴としては、その物理的な近さもあり佐賀藩や諸生産組織が技術導
入に積極的であった。これらは、様々な「かたち」を窯の変形可能性として入に積極的であった。これらは、様々な「かたち」を窯の変形可能性として
保有しており、流通の増加や近代化による生産敷地の縮小などの諸条件に対保有しており、流通の増加や近代化による生産敷地の縮小などの諸条件に対
し、第 2 章や第 4 章において明らかにしたような、窯の斜度の低下や面積のし、第 2 章や第 4 章において明らかにしたような、窯の斜度の低下や面積の
拡大、「高さ」の獲得など水平や垂直のパラメータが操作されたことで変化に拡大、「高さ」の獲得など水平や垂直のパラメータが操作されたことで変化に
対応し、長期持続しえた。対応し、長期持続しえた。

5-2. 粗形物と変異形態5-2. 粗形物と変異形態
伝統技術の所在を考えるにあたっては、様々な窯の形態が「重要な第一発明群」伝統技術の所在を考えるにあたっては、様々な窯の形態が「重要な第一発明群」
である「素形物」(である「素形物」( ジョージ・クブラー著、中谷礼仁、田中伸幸訳『時のかた
ち　事物の歴史をめぐって』鹿島出版会、2021 年 1 月 25 日 ) の各環境や社) の各環境や社
会下で適応した変異形態であると捉えた。会下で適応した変異形態であると捉えた。変異形態は環境や生産組織など類変異形態は環境や生産組織など類
似の環境下においては類似の形態で現象する。似の環境下においては類似の形態で現象する。『時のかたち』においては、事『時のかたち』においては、事
物はその形態に問題を孕んでおり、それを解決する、すなわち「問題と解決物はその形態に問題を孕んでおり、それを解決する、すなわち「問題と解決
の連鎖」が事物を自律的に変化させていくとしている。一方で、素形物は多の連鎖」が事物を自律的に変化させていくとしている。一方で、素形物は多
数の変異形態を保有しており、それは朝鮮の窯と近世有田の窯では、環境の数の変異形態を保有しており、それは朝鮮の窯と近世有田の窯では、環境の
類似性により「登り窯」という類似の形態を取るが、近世有田における流通類似性により「登り窯」という類似の形態を取るが、近世有田における流通
の影響により、「割竹式」や「連房式」という差異が生じるのであって、それの影響により、「割竹式」や「連房式」という差異が生じるのであって、それ
は問題と解決ではなく、技術が用いられる環境や条件が変化したことに対すは問題と解決ではなく、技術が用いられる環境や条件が変化したことに対す
る応答であり、その条件それぞれに対応する変異形態が存在すると筆者は考る応答であり、その条件それぞれに対応する変異形態が存在すると筆者は考
える。える。

5-3. 相対的伝統技術5-3. 相対的伝統技術
その中で、接触した諸地域における技術同士の相違点により浮き彫りにされその中で、接触した諸地域における技術同士の相違点により浮き彫りにされ
た、相対的なものの集合の輪郭が伝統技術の領域となる。た、相対的なものの集合の輪郭が伝統技術の領域となる。
そこには東アジア圏において登り窯という形態が採用される地域 ( 図 15-A)そこには東アジア圏において登り窯という形態が採用される地域 ( 図 15-A)
や、自由競争社会において直立式という形態が採用される地域 ( 図 15-B) とや、自由競争社会において直立式という形態が採用される地域 ( 図 15-B) と
いったいった「技術が共有されている地域」「技術が共有されている地域」と、その中で、割竹式登り窯に対すると、その中で、割竹式登り窯に対する

「連房式登り窯」( 図 16- α )、西洋の窯に対する「柿右衛門窯の現行の窯」( 図「連房式登り窯」( 図 16- α )、西洋の窯に対する「柿右衛門窯の現行の窯」( 図
16- β ) というように、変形可能性の中で16- β ) というように、変形可能性の中で「技術が選択される地域」「技術が選択される地域」の 2 点にの 2 点に
よって構成され、伝統技術の領域はよって構成され、伝統技術の領域は

「技術が客観的自然法則であることに起因する、「技術が客観的自然法則であることに起因する、
技術の非選択地域に相対化される外縁」技術の非選択地域に相対化される外縁」

と定義される。と定義される。
武谷の定義による客観的自然法則は誰にも共有されるものであるが、その中武谷の定義による客観的自然法則は誰にも共有されるものであるが、その中
においても地域によって使用される技術と使用されない技術が存在する。そにおいても地域によって使用される技術と使用されない技術が存在する。そ
れは地域の環境や条件によって適した技術が使用されてきたわけであるが、れは地域の環境や条件によって適した技術が使用されてきたわけであるが、
使用されない技術の存在によって相対的に伝統技術の地域的外縁が規定され使用されない技術の存在によって相対的に伝統技術の地域的外縁が規定され
るのである。るのである。
本研究においては、国家というスケールを元に比較し、伝統の所在明らかに本研究においては、国家というスケールを元に比較し、伝統の所在明らかに
したものであったが、これらはより狭い地域間のスケールであったり、民族したものであったが、これらはより狭い地域間のスケールであったり、民族
間のスケールでも展開することが予測され、今後の展望とする。間のスケールでも展開することが予測され、今後の展望とする。

生産組織の変化に伴う競合相手の変化生産組織の変化に伴う競合相手の変化

「高さ」の獲得「高さ」の獲得
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